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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年9月24日(2009.9.24)

【公表番号】特表2009-504732(P2009-504732A)
【公表日】平成21年2月5日(2009.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-005
【出願番号】特願2008-526905(P2008-526905)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   5/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/69     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   5/02    ＣＳＰＥ
   Ａ６１Ｋ  31/69    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  49/02    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  31/519   　　　　
   Ａ６１Ｎ   5/10    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月7日(2009.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

（ここで、
　Ｒ1およびＲ2の一方が、－ＮＨ－Ｘ－Ｙ－Ｚ、－Ｏ－Ｘ－Ｙ－Ｚまたは－Ｓ－Ｘ－Ｙ－
Ｚであり、そして他方が－ＯＨ、－ＮＨ－Ｘ－Ｙ－Ｚ、－Ｏ－Ｘ－Ｙ－Ｚまたは－Ｓ－Ｘ
－Ｙ－Ｚであり、
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　ここで、
　Ｘが、－（ＣＨ2）m－（ｍは０、１、２、３または４である）または－（ＣＨ2）p－Ｏ
－（ＣＨ2）q－（ｐおよびｑは独立して、１、２、３または４である）であり；
　Ｙが、ボランまたはカルボラン（少なくとも１つのホウ素原子は10Ｂである）であり；
そして
　Ｚが、Ｈまたはアミノメチル、２－アミノエチル、３－アミノプロピル、１，３－プロ
パンジオール－２－イル－メトキシル、エチレングリコキシルもしくはジエチレングリコ
キシルのような親水性基である）
の化合物ならびにそれらの薬学的に受容可能な塩、溶媒和物および立体異性体。
【請求項２】
　Ｙが、以下：
【化２】
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【化３】

（ここで、＊はＸまたはＺに対する結合位置を示し；
　Ｍはコバルト、コバルト－５７または鉄であり；そして
　Ｘは請求項１に定義される通りである）
である請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　化合物が、Ｎ2－（４－｛［（２－アミノ－４－オキソ－３，４－ジヒドロプテリジン
－６－イル）メチル］アミノ｝ベンゾイル）－Ｎ－｛３－［（１Ｒ，９Ｓ）－２，３，４
，５，６，７，８，１０，１１，１２－デカボラビシクロ［７．２．１］ドデカ－１－イ
ル］プロピル｝－α－グルタミンまたはＮ2－（４－｛［（２－アミノ－４－オキソ－３
，４－ジヒドロプテリジン－６－イル）メチル］アミノ｝ベンゾイル）－Ｎ－［３－（２
，３，４，５，６，７，８，１０，１１，１２－デカボラビシクロ［７．２．１］ドデカ
－１－イル）プロピル］－Ｌ－グルタミンである、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ1がＮＨ－Ｘ－Ｙ－Ｚ、－Ｏ－Ｘ－Ｙ－Ｚまたは－Ｓ－Ｘ－Ｙ－Ｚであり、そしてＲ2

がＯＨである、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項５】
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　少なくとも１つの炭素原子が11Ｃである、請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物
。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の化合物を含有する、ホウ素中性子捕獲療法と併せ
て使用する腫瘍治療用医薬。
【請求項７】
　請求項５に記載の化合物を含有する、陽電子放出断層撮影と併せて使用する腫瘍診断用
医薬。。
【請求項８】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の化合物および薬学的に受容可能な担体、希釈剤ま
たは補助剤を含有する医薬組成物。
【請求項９】
　腫瘍治療に使用するための医薬を製造するための請求項１～５のいずれか１項に定義さ
れる式（Ｉ）に記載の化合物の使用。
【請求項１０】
　腫瘍治療が、腫瘍のホウ素中性子捕獲療法である、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　腫瘍が、中枢神経系から発症する腫瘍、好ましくは、グリア芽腫、神経膠肉腫、未分化
星状細胞腫、低悪性度星状細胞腫、毛様細胞性星状細胞腫、乏突起膠腫または脳幹膠腫の
ような神経膠腫；髄膜腫；末梢性神経上皮腫；未分化神経外胚葉性腫瘍；神経芽細胞腫；
胚細胞腫；下垂体部腫瘍；転移性脳腫瘍；または動静脈奇形である、請求項９または１０
に記載の使用。
【請求項１２】
　腫瘍が、悪性腫瘍または転移性腫瘍過程、好ましくは、黒色腫、前立腺癌、肝癌、肺癌
、乳癌または肉腫である、請求項９または１０に記載の使用。
【請求項１３】
　陽電子放出断層撮影に使用するための医薬を製造するための請求項５に定義される式（
Ｉ）に記載の化合物の使用。
【請求項１４】
　式ＮＨ2－Ｘ－Ｙ－Ｚ、ＯＨ－Ｘ－Ｙ－ＺまたはＳＨ－Ｘ－Ｙ－Ｚ（ここで、Ｘ、Ｙお
よびＺは請求項１～５のいずれか１項に定義される通りである）の化合物を、葉酸と反応
させる、請求項１～５のいずれか１項に定義される式（Ｉ）に記載の化合物の製造方法。


	header
	written-amendment

